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国際シンポジューム
人びとの暮らしと文化遺産―中国・韓国・日本の対話―
☆日本における事例
　　　　　　　重要文化的景観選定第 1 号「近江八幡の水郷」
　　　　　　　　　　
　　　　　　                   　　　　　　近江八幡市文化政策部文化振興課専門員　奈良俊哉
１．近江八幡の景観保護
　○　昭和 40 年代の高度経済成長期に八幡山城の掘割である「八幡堀」が水質の悪化や泥土の堆積
　　によって公害源となる。
　○　青年会議所を中心としたニューリーダー達による掘割再生運動始まる
　　　誰のための再生か？　なぜ再生するのか？　狭い町に公園と駐車場を
　○　観光目的でない・ノスタルジーでない＝アイデンティティーの確立
　○　八幡堀という身近な風景を意識する。
　○　市民の共感＝静かな町並み・住み良い環境・地域のコミュニケーション
　　　を維持すること
　○　八幡堀再生運動の成功＝近隣の景観形成にも波及　
　　　　景観協定地区 15 地区（県内で 1番多い）
　　　　景観法による景観計画区域の決定第 1号
　　　　景観法による景観農業振興地域整備計画決定第 1号
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　
八幡堀の再生運動により自信をもった市民が、積極的に参加している。
町づくりとしての風景づくり　　VS　　観光を目的とした景観つくり
　　　　　
　　　　持続可能なまちづくり・景観づくり　　　　　一時的な景観つくり
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重要文化的景観「近江八幡の水郷」の構成要素
１．八幡山の北東に水郷地帯広がる
　　　琵琶湖最大の内湖　「大中の湖」
　　　中世末ごろ（15 世紀）ヨシ問屋円山・白王からヨシを供給していた
　　
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　以来ヨシ問屋は今でもこの地域に 4軒ある
江戸時代　　　船運を利用し琵琶湖の湖上交通の要衝となる＝「諸浦の親郷」
　　　　　　　八幡堀＋北之庄沢＋大中の湖　北側からのアプローチ
　　　　　　　八幡堀＋船木浦＋津田内湖　　　　　　南側からのアプローチ
江戸時代後期　船運を利用した瓦産業の勃興＝八幡堀の両側に瓦屋がたくさんできる
　　　　　　　水郷地帯に広がる水田の下土を瓦の材料粘土として利用
　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　
